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はじめに

2002 年度から「大都市大震災軽減化特別プロジェクト」の一環として、「大都市圏地殻構造調査研究」が 5カ年

計画で開始され，2003 年に相模湾湾岸測線において大規模な地殻構造探査が実施された．

実験の目的

　相模トラフにはフィリピン海プレートが沈み込み、陸側プレートとの境界部には大正関東地震（1923年: M7.9）

を引き起こした震源断層が位置している．この断層の詳細な位置・形状，またこの断層と足柄平野東縁に位置する

内陸活断層の中では最も大きな平均変位速度を示す国府津-松田断層との関連については，不明な点が多い．ここ

では制御震源を用いて、特に以下の事柄の明らかにするために地殻構造探査を行った．（1）フィリピン海プレート

上面の形状と物性の解明，（2）強震動伝搬の媒体となる地殻の地震波速度構造の解明，（3）プレート境界面から派

生する断層や主要構造線の形状など地殻構造の解明．

測線と探査の内容

　探査測線は、静岡県三島市東部から相模湾沿岸部を経て，横浜市金沢区にいたる 72km の区間である．このう

ち測線東端の 12km を除く区間では，50m 間隔で受振器を設置する．東端部 12km は，屈折・広角反射用の観測であ

り，6ch の独立型のレコーダーを 600m 毎に設置し，その周辺では 50m 間隔に設置する．測線西端部の三島市東部

から小田原市早川までの 20km の区間では，バイブロサイス 4台による発震を約 200m 間隔で行った．スィープ周波

数は 6-30Hz，標準的なスィープ回数は 50 回である．相模湾岸では海岸線から約 500m の沖合においてエアガンに

よる発震を約 100m 間隔で行う．使用するエアガンの総容量は 1500 立方インチである．地殻深部の構造を明らかに

するために，小田原・平塚・鎌倉の沖合と，東京湾内の合計 4 地点において，50 回程度のエアガンによる集中発

震と，三島市北東部（1地点）において火薬を用いた発震作業を行う（薬量 200kg）．．

実験結果

　バイブロサイス測線は，丹那断層の延長部を横切り箱根火山外輪山の山麓に位置する．得られたショット記

録は，P波速度約 500m/sec の極めて遅い火山噴出物に相当する低速度層が約 100m 程度の厚さで分布していること

を示している．このような低速度層の影響で，深部からの反射波は明瞭ではない．ショット記録からの判断では往

復走時 3秒付近まで，東に傾斜した反射波が観測される．発表時には今後実施予定の爆薬震源やエアガンによる発

震データを含め解析した反射法地震探査断面（重合断面）を提示する．


